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佐世保市の紹介 
    

  

  

 

 

 

明治４４年１０月に制定 

カタカナの「サセホ」を組み合わせて、図案化したもの

です。 

菱形の囲いのうち、右斜め上が「サ」、左斜め下が「セ」

を表し、中央に「ホ」を入れています。 

市 章 

 

 

平成 14 年に市制施行 100 周年を記念して、「カノコ

ユリ」を市の花に制定しています。 

花弁の斑点を鹿の子絞りにたとえたものが花名の由

来で、花ことばは「荘厳」、「上品」、「慈悲深さ」です。 

「カノコユリ」は国内では絶滅が心配されています

が、佐世保市では、南九十九島一帯・世知原町・吉井

町・里美町など海岸から山地まで、局所的ですが広く

生育しています。 

南九十九島が、国内でも有数の自生地です。 

市の花  

昭和 27 年に市制施行 50 周年を記念して、「佐世保市歌」を制定しています。 

多数の応募の中から入賞した郷土の作家・辻井一郎（永石三男）氏の作品を歌詞とし、佐世保にゆかりのある作

家吉田絃二郎氏の校定を経て、昭和の日本を代表する作詞家・作曲家堀内敬三氏（『若き血』（作詞・作曲 慶應

義塾応援歌）、『蒲田行進曲』（作詞）、『家路（遠き山に日は落ちて）』（作詞））の手により完成しました。 

曲中には、九十九島や烏帽子岳といった美しい自然を有し、海と山に囲まれた港町である佐世保市らしさが見事

に表現されています。 
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市の木 

 

 

平成 24 年に市制施行 110 周年を記念して、「佐世保

市ＰＲバッジ」を制作しています。 

市役所売店、九十九島水族館、九十九島動植物園など

で販売されています。 

【絵図】 

天然の自然美を有する九十九島と穏やかな波、そして美しい

夕日や空をイメージしています。 

【文字】 

『1902』は佐世保市制スタートの年。青色は佐世保の美しく

澄みわたる空と海をイメージし、プレミアム感が漂うといわ

れる濃紺を採用しています。 

市のＰＲバッジ 

本市をイメージした曲の依頼を受けた團伊玖磨氏（オペラ『夕鶴』、童謡『ぞうさん』『おつかいありさん』『やぎさ

んゆうびん』等）が、弓張岳展望台を訪ねた折、平戸出身の作詞家・詩人：藤浦洸氏（美空ひばり『悲しき口笛』

『東京キッド』等）の詩碑（西海国立公園指定 10 周年（昭和 40 年）を記念して市に贈った詩を刻んだ詩碑）をみ

て作曲のイメージを展開し、昭和 44 年に完成した曲です。 

西海国立公園の海と島の広がりを思わせる荘重な曲の中に、ジャガタラお春の哀しい物語を日本調のメロディーと

リズムの中に描き出し、後半の『空いっぱいに』の合唱によって曲全体のイメージ展開を図った、雄大な西海の讃

歌です。県内の天気予報の BGM として長年使用されたこともあり、佐世保市民のみならず、長崎県民からも親し

み、愛されてきた名曲のひとつです。 

 

西海讃歌 副題～佐世保市民に捧ぐ～ 

平成元年に「ハナミズキ」を市の木に制定しています。 

4 月から 5 月、パステルカラーの紅白の花から受ける

印象は明るく都市的であり、その姿はアメリカの桜と

いわれるだけあって見ごたえがあります。 

国際都市を目指す本市イメージの引き立てに最適の

樹木であり、本市の発展に明るい彩りを添えていま

す。 

ハナミズキ 
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九十九島 

「世界で最も美しい湾クラブ」 

黒島の集落 

「世界文化遺産」 

佐世保の文化・自然は、歴史的魅力・特色や自然豊かな景観

を有するものとして、国内外で高く評価されています。 

鎮守府 

三川内焼 

「日本遺産」 

 

佐世保市は、SDGｓ（Sustainable Development Goals）の 

普及啓発と目標達成に向け、官民連携で取り組んでいきます。 


